
I こ れ ま で の 経 過

遺跡の出現  能義郡広瀬町の東方 に屹立す る富 田城 は、海抜 192mの 月山山項 に築 かれ
た典型的 な山城 で、国の指定史跡 となっている。富 田河床遺跡 は この富 田城 の西麓 を流 れ
る飯梨川の河床 にあ り、 その範囲 は富 田城 の入 口にあた る富田橋 か ら新宮橋の下流 に至 る
約 1.5 kmに 及 んでい る。

そもそもこの遺跡 が河床 に姿 を現 わ したのは、昭和 35年 ごろか らで、この年富 田橋 の下
手 80mの ところに砂防用の堰堤 が作 られ、それ と前後 して上流 で ダム建設、 また下流 で盛
んに採砂 の行 なわれた ことな どによるものであった。す なわ ち、 こえ らによって富 田橋 の

下流域 を覆 っていた土砂 が大量 に流失 し、河床 面の著 しい低下 とともに遺構 がその姿 を現
わす ことになった。 その後、露 出す る遺構面は広 が る二方で昭和 42年 には新宮橋 の下流 200
mあ た りまで遺構 の存 在す ることが知 られ、 さらに昭和 45年 にも新宮橋 の上手 100mあ ま
りの河原 に遺構 が露 出 した。 この間、昭和 42年 と45年 には島根 県文化財専 門委員の山本
清氏 が現地踏査 を行 ない、遺跡 の重要性 と緊急調査 の必要性 を説 くところがあった。
調査経過  昭和 48年 の夏、 山陰地 方は 34年 ぶ りの異 常渇水 に見舞 われ、再 び河床 に各
種 の遺構 が現 われた。 そのため広瀬町では この年の 8月 、 とりあえず露出遺構 の一部 につ
いて記録保存 のための緊急調査 を実施 した。 しか し、遺跡が河床 に存 在す るため この まま
放置 しておけば早晩流水等 による遺構 の 自然崩壊 は必至 とみ られた。そこで昭和 49年度よ
り 3ヶ 年の継続事業 と して国および県費の補助 を受 けて本格的 な調査 に踏み切 り、将来 に
おける文化財のイ呆存 と活用 をはかることに した。

調査 は遺跡 を発掘 す る遺構調査班 と出土遺物 その他 文献資料 を調査 す る史料調査班 の 2
つに分 け、国立埋蔵文化財 セ ンター、島根県教育委員会 な ど諸方面の協 力 を得 て、昭和 49
年 7月 20日 か ら8月 25日 までの間実施 した。本年度の調査地 区は昨年夏、広範囲 にわたっ
て遺構 が露出 した新宮橋 の下流 約 350mあ ま りの西岸河原 で、 これの発掘 と平行 して航空
測量 による 1000分 の 1の地形測量図の作成 も行 なった。

― ■ ―



Ⅱ 遺 跡 の 環 境

地理的環境  追跡の所在す る飯梨川は、
明治 4年 まで富 田川 と呼 ばれていた。 この

川は花筒岩の風化地帯 にあた る中国山地 に

源 を発 し、古 くか らいわゆ る鉄穴流 しによ

る砂鉄の採取 が盛 んであった。切 り崩 され

た莫大 な土砂 は年 々下流域 に押 し流 され、

それによって河 口に形成 された安来平野の

沖積 が進 んだ反面、河床 が上昇 し、県下で

も有数の天丼川 となった。 そのため しば し

ば大 きな洪水 をひ き起 し、 そのたびに流域

の人 々に大 きな災害 をもた らしたc記録・伝

承 1こ残 る主 なものだけで も寛永 12年 (1635)

と寛文 6年  (1666) の洪 71く 1軒売いて元禄 15

年 (1702)、  享イ呆14年 (1729)、  延享 2年 (1745)、

宝暦 11年  (1761)、 明和 5年  (1768)、  RIlャ台19

年 (1886)と かな りの回数 にのぼ る。
図 1 富田河床遺跡の位置 (1:50000)

こ うした一 連 の洪 水 の な かで富 田河床 に追 跡 が埋 没 す る原 因 とな ったの が寛 文 6年 の大

洪 水 とい われ て い る。 す なわ ち、この 年 の秋 、能 義 郡 の広 瀬 で は富 田八幡宮 の東 方 で堤 防 が

決 壊 し、富 田川 の濁 流 は富 田城 月 山の 山 麓一帯 に溢 れ 、つ い に城 下町 を一掃 す る と と もに

大 き く,11違 い して流 路 を東 に変 え る こ と とな った。 富 田 1可床遺 跡 は こ う して水 没 した とイ云

え られ る富 田城 に関係 す る城 下 町遺 跡 と考 え られ る もの で あ る。

歴 史 的 背 景  飯 梨 川 の ほ と りにせ ま る富 田城 は 、保 元 ・平 治 の こ ろ平 家 の武 将 悪 七兵衛

景 清 の 手 に よ って築城 され た とい われ て い るが、記録 の うえで は っ き り して くるの は尼 子

氏 が守 護 と絶 縁 して 白 ら戦 国 大 名 と して台頭 し、経 久 が 実 力 を もって この富 田城 を手 中 に

Jtt E)る 文 FIB 1 8年  (1486)ご ろ か ら ~0あ る。 そのイ麦、 '電 子 氏 はガくネ最 9イ千 (1566)毛 利氏 に降
伏 す るまで この城 を出雲 支 配 の根 域 と し、一 時 は陰 陽 の 1lヶ 国 を従 えた と もい われ て い る。

尼 子 氏 降 伏 後 は 、毛 利氏 が守 将 をお い て こ こ を出雲 地 方 の押 え と して いた が、 慶 長 5年

(1600)の 関 ヶ原 合 戦 に よ る大異 動 で堀 尾 氏 が出雲 ・ 隠岐 を領 す るこ と とな り、 この富 田

城 に あ って領 国 の支 配 に あた った。 しか るに、堀 尾 氏 は慶 長 12年 か ら松 江城 を築 いて同 16

年 に築城 を完 成 し、松 江 に移 った。 堀 尾 氏 が富 田 に居住 したの は わず か 10年 た らず の短 い

期 間 で あ った が、家 臣 団 をひ きい て移住 した の で あ るか ら、急 い で城 下 の建 設 に努 め た こ

とが考 え られ る。 堀 尾 氏 が松 江へ 移城 した後 も、富 田 の地 には何 ほ どかの町 並 が あ った と

み られ る① しか し、 それ は以 前 に比 べ れ ば は るか 1こ /Jヽ規模 な集 落 で あ った ろ う。
富 田川洪 水 に よ って かつ ての城 下 と集 落が水 没 した と伝 え られ る寛 文 6年 とい う年 は 、

ち ょ うど松 江 藩 の 支 藩 と して新 し く広 瀬 藩 が 開設 され た年 で あ る。藩祖 松 平 近 来 は この年

秋 の洪 水 で も との城 下 力洵十1敷 とな った た め、再 び新 しい町 づ く りに着 手 しな けれ ば な らな

か った。 こ うして新 設 され た の が かつ ての河 ,II敷 に建 ち並 ぶ現 在 の広 瀬 の町並 とい わ れ て

い る。

以 上の よ うな こ とか ら富 田 1可床 に現 わ れ た遺 跡 は、概 ね 16世紀 か ら17世紀 中頃 に わた る

城 下 町 関係 の遺 跡 と考 え られ る。
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図 2 遺 跡 付 近 地 形 測 量 図
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亜 遺   構

これまでの富 田河床 で確認 されてい る遺構 は、

道路敷 を伴 う町並 や掘立柱 あるいは礎 石 を備

えた建物遺構 、住宅 の区画 を示 す石垣 、井戸

跡、杭列、柵 fl」 、道路側濤 、雨落濤、配石遺

構 、 さらに鍛冶工房 とみ られ る遺構 な ど各種

の ものがある。 これ らはだいたい富 田橋近 く

の堰堤 か ら新宮橋 の下流 に及ぶ約 1.5kmに わ
たってい るが、河 )IIの 中央部 につ いては川幅

の約 3分の 1ほ どの広 さで常時水 が流 れてお
り、 この部分 では既 に遺構 面の大半 が失 われ

ている。

この うち本年度調査 で対象 とした ところは

新宮橋 の下流 約 350mあ ま りの左岸堤防沿 い
の河原 で、 ここには長 さ 180m、 幅 30mの 範
囲 につ ぎの よ うな遺構 が残 されていた。

住居遺構  全体 の規模 や性格 な ど詳細 な点
については必ず しも明 らかでないが、井戸や雨落濤 をそなえ、住居区郭 として周囲 に石垣

をめ ぐらした ものが 3ヶ 所 あ り、ほかに石垣 のみ を残 す ものが 2ヶ 所 あった。 これ らはす
で に建物基壇 の上面 を失 っていたが、柱穴や柱根 が見当 らない ところか らいずれ も礎 石 を

伴 う建物 で構 成 されていた もの と推定 され る。この うち S B001と S B 002は 遺構検 出面 が

ほぼ同 じで最 も高 く、住 居区郭 の主軸 もほぼ南】ヒ方向 にあって一致 している。また この 2つ
は数棟 の建物 か ら構 成 されていた もの らしく、郭 内 にはほぼ同様 な位置 に石列 による仕切

りが設け られてい る。北狽」が河川の堤防敷 にかかるため、住 居区郭全体 の規模 は不明であ
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図 3 遺構配置図

るが、東西の幅 は S B001か 16m、  S B 002が 14.5mあ る。石垣 はマ可原石 を整然 と積 み上
tヂ て構 築 されてお り、S B 001に は東面の石垣沿 いに幅 40cmあ ま りの雨落 1毒がみ られ る。
井戸は ともにて穏数をイ半う舌し石積み ものである。 S B001の井 戸 には敷石 の耳帥 Jに 幅 30的 の
排 ガく着轟が言隻け らオ■てい る。 S B003の 住居区享巨は _L言己7)2イ列よ リイ氏しゝ面 |こ あ り、 主車由もうや
や東 に偏 している。石垣 によって整然 と画 された郭内は東西 7mで 、 北 恨」は堤 防敷 にか
かるが、現状 では 18mま で確 認 で き、 南北 に細長 い区郭 であることが注意 され る。 これ
には南東隅の郭外 に長方形 の石敷 をそなえた石積 み井戸 と東面の石垣沿 いに 幅 3 0cmの 雨
落濤 がみ られ る。

S B 004と S B 005は 住 居遺構 として明確 なまとま りを残 有 していないが、S B oo4は 1主居
区郭 の南面 を区画す る石垣 と北面の石垣一部 を残 し、南面 には石垣 に沿 って塀の存在 を思
わせ る柵列 が認 め られた。 また、 S B Oo4の 北イ則か ら南 に向 ってのび る S B 005の 石垣 は、
S B 004よ リー時期古 い もので、面 を東側 に向 けて築 かれてい る。
井戸跡  今回の調査 では住居区郭 に設 け られた もの を加 え、合計 11基の井戸跡 を確認 し
てい る。 いずれ も径 30～50cmあ ま りの石 を乱石積 み した多角形 プランの井戸で、住 居 に伴
うもの t引よ例タトなく4× 2.5mあ ま りの長方形 の敷石 がみ られ る。掘 り方 につ いては明 らか
に してぃないが、内法 は径約 70～ 80cm、 深 さは概 ね 2mあ ま りを測 る。ア百積 みてつ間隙 には
土砂 や汚水の流入 を防 ぐため粘上 の 目張 りが してあ り、基底部 には一部曲物 を置 いた もの

もある。 1イ列をあげると、 S B 006は 石積 みの井側 に長 さ約 80cm、 径 約 60cm夕の本製井筒 を
二段 にはめ込 んだ もので、井筒 は幅 10～ 30師、厚 さ 6 mmあ ま りの板 を竹釘でつ ないで作 ら
れてい る。 なる、敷石 を伴 わない井戸は全体 に規模 がやや小 さく、 また石の積み方 も粗雑 で
ある。 これは使途 の違 いか ら生 じた差 であろ うか。

その他の遺構  以上のほかに性格不明の配石遺構 や S B 001の 東面石垣沿 いに 小 石 を敷
いた幅 1.5mあ ま りの道 路状 の遺構 、 また S B 002と S B 003と の閑地 および S B oo4の 東
側 に篠竹 と杭 を北北西の方向 に並べた柵列 な どが認 め られた。

S E001
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図 4 ∽磁器・瓦器類 実測図

V 遺 物

遺跡 の出現以来 これまで に河床 か ら発 見 されてい る違物 は、各種 の陶磁 器類 、かわ らけ

・瓦器類 をは じめ本製品、金属 製品、石製品、鉄工・窯跡関係遺物 、 自然違物 など乏 大 な

量 に達 している。 それ らは概 ね中世末 か ら近世前半 にわた るものである。

今回の調査 で得 られた遺物 もやは り同様 な時期 に属 す るものである。 しか し、違構面の

拡 が りとその性格 を極 め ることに終始 した関係 もあってその出土量 はそ う多 くな く、 また

その大半は違構面 を覆 って る堆砂 中か ら見出 された ものであって個 々の遺構 について明確

な年代 を決定す る資料 には恵 まれなかった。以下、従来の採集品 をもあわせ、一括 してそ

れ らの概田各を記す ることにす る。

陶磁器類 残 りやす く目につ きやすいためか量的 に最 も多 く採集 され、発 見 されている。
青磁 が若千 み られ るが、大部分は陶器で唐津 、伊 万里、瀬戸、美濃、信楽、備前陶器 な ど

がある。 この うち最 も多いのは唐津糸の焼 き物 で、黒唐津や青唐津 の天 目茶碗 をは じめ皿 、

碗 、鉢 、徳 利 な ど 2千点近 くにのば る。刷毛 目で白 く化粧 した うえに鉄不由と銅不由で大柄 な

高砂松 な どを描いたものも見受けられるのが、 大半は無地 で器形 としては皿 が過半 を占め る。
伊 万里 は碗 類 に限 られてお り、器高の割 に口径 が小 さく底部の厚 いものが目立つ。瀬戸・

美濃系陶器 としては、近世初頭 の美濃の志野・ 黄瀬戸・織部の皿 、碗 類 が 多く、ほかに古

瀬戸の唐草文瓶子、皿 、付 け高台の天 目茶碗 、香炉 な ども採集 されてい る。信楽 は壺、甕

類 に限 られて出上 し、備前焼 は主 として大甕 、括鉢 、壷 といった 日常雑器 が多い。

青磁 には明の龍泉窯の ものが多 く見受 け られ る。見込 みの部分 に押形 された吉 とか富、

あるいは春夏秋冬 な どの文字 を中心 に花柄 をF戸刻 した茶碗 類 が目立つ。 このほか、染付 の

磁 器 もかな りあ り、幾何学文や龍・花文 を画 いた碗 、皿 な どが発見 されてい る。

瓦器 。かわ らけ類  瓦器 には 1局・甕 ・括鉢 のほか壺・釜・鉢 ・火舎 といった 日常維 器の

多い ことが注 目され る。 )局 は丸底 と脚イ寸の もの があ り、 ともに回縁外周 に張 り出 した縁 を

そなえてい る。文様 を有す る瓦器 もあ り、鳥形 をス タンプ した深皿 、唐草文系 のモチー フ

一‘ 単

甲 ピ])
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図 5 瓦 器 。か わ らけ類 、瓦 実 測 図

を連 続施 支 した人舎 、 器 面 に星 形 をス タ ンプ し大形 の香 炉 な どが採 集 され て い る。 か わ ら
け類 は河床 か ら出 土 す る違 物 の なか で は最 も 多 く発 見 され る もの で、糸 切 底 を有 す る皿 が

大 半 を占め、煤 の付 着 した灯 明皿 も相 当 あ る。 器形 な どか らか な り細 か く細 分 化 す る こ と
が可台ヒで あ る。

この ほ か、富 田城 跡 の 出 土 品 と同 型 式 の 巴 文 を有 す る軒 丸瓦 や唐 草 文軒 平 瓦 、 また者干
の須 恵 器 、土 師 器 な どの破 片 も発 見 され て い る。

木 製 品  柱 根 、杭 な ど建 物 に伴 うもの の ほ か、漆 器 、 曲物 、曲物 底 板 、箸 、下 駄 な どが
あ る。 漆 器 は 内面 を朱 、外 面 を黒 く塗 った椀 が数 点 出 土 して い る。 大部 分 無地 で あ るが、
まれ に支様 を施 した もの もあ る。 曲物 には井 戸 枠 に使 用 した もの以 外 に桶状 の もの が出土
して い る。 下駄 は 今 回得 た もの を加 え る と 7個 あ るが、 その うち 5イ回は差 歯 式 で 、 い わゆ
る柄 を表面 まで貫 通 させ た露 卵 の下駄 で あ る。柄 穴 は方形 の もの と長 方形 の もの の 2種 が
あ る。

金 属 製 品  煙 管 、斧 、 刀身 、 青銅 製 刀子 、槍 身 、鉄 鏃 、鉄 釘 、銅 金 具 、 鉄鍋 その他 各 種
の銅銭 が あ る。 この うち煙 管 は いず れ も簿 い銅 板 を加 工 した もの で 、雁 首 の火皿 が大 き く、
かつ 長 い首 をそ な えた近 世 初頭 通 有 の形 式 に属 す る もの で あ る。銅 銭 は今 回 の 30枚 を合 せ
ると、すでに 200枚近 く採 集 され て い る。 大 半 は至道 元 宝 、天 T喜通 宝 、熙 寧 元 宝 、政 和 通 宝
な どの宋銭 で 占め られ 、 これ に洪 蚕 通 宝 、永 楽 通 宝 とい った 明銭 、和 銭 と して寛 永通 宝 が

加 わ って い る。

石 製 品  砥 石 、石 臼、石鉢 、硯 、宝 饉 印 塔 の台 石 、笠 、相 輪 部 な どが あ り、石 臼、石 鉢 、
宝 饉 印塔 は と もに この地 方 特 有 の来待 石 で作 られ て い o。 砥 石 は大小 2種 あ り、 大形 の も
の は LF「 面 多角形 で棒 状 をな し、長 さ50cm以 上 にお よぶ もの もあ る。 石 臼 には引 き臼の磨 り
合 せ面 に刻 まれ た線 の 荒 い もの が 目立 つ 。

生 産 関係 追 物  ふ い ごの 人 口、 ル ツボ 、鉄 滓 な ど鍛 冶 工 房 に関係 す るもの と、「 くつ」。「 さ
や」 その他 陶 窯 の 窯道 具 が発 見 され て い る。 な か で も鉄 洋 は か な りの量 に達 し、注 目 され
る①
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富 田城 お よび その城 下

の田丁割 を図 化 した もの は

広 瀬 町 を中心 に各 地 に点

在 し、 その数 は20枚 を越

え るが、 それ らは お お よ

そ 2通 りの図 種 に分 け ら

れ る。 1っ は富 田川 の 中

流域 か ら下 流 の 中海 に注

ぐあた りまで書 き込 ん だ

もの 、他 の 1つ は富 田城

を中心 に描 い た もの で あ

る。 しか し、 これ らは い

ず れ も江 戸 中期 以降 、 い

わゆ る軍 記 物 の 説 明 な ど

に用 い る 目的 で作 成 され

た もの で あ る。

恐無

鯉悸翌‖露鯵 ノ/｀＼

/

図 6 宮田城下町絵図 (部分 )

現在の飯梨川は、富 田城跡の ある月山の西麓 を流 れてお り、遺跡の現 われたマ可床 の あた

りは、 いわば富 田城 の玄関先 にあた る位置 を占めている。尼子氏 が富田城 を本 lttに城下町

を形成 した とすれば、 この河 ,末 あた りは当然 その重要 な部分 に該 当す ることが考 えられ る。

永禄 9年以後、尼子氏 が滅亡 してか らは毛利氏の守将 が在番 し、慶 長 5年 か ら同 16年 まで
1よ 堀尾氏 が居住 したが、 こθ9間 も以前 に,ヒ△ミオしば城下田丁と し五3の上ヒ重 は大 いに異 るもσうで
あったにせ よ常 に非常事態 に対処 で きる体制 を保つため には、それな りの城下の機構 を備

えていた もの と考 えられ る。堀尾氏 が松江城へ移 ってか らの ち寛文 6年秋の洪水 まで この
富 田の地 にどれほ どの口丁並 があったのか明 らかでないが、何 ほ どかは昔 日の面影 が残 有 し

ていたことは間違 いなかろ う。

こ うしたことか ら富 田河床 の追跡 は、概 ね16世紀 か ら17世紀 中頃 にわた る富 田城 の城下

町追跡 と考 えられ、 それは遺跡 自体 の規 fa~や各遺構 の在 り方・様相 な どがま さに城下 とい

うにふ さわ しい内容 を備 えてい ることか らも疑 いの ない ところで ある。 しか も、発見 され

る各種の遺物 は、中国磁 器 な どの将来品 をは じめ 日本各地 の陶器 があ り、 かつ それ らは大

部分中世末 か ら近世前半の もので 占め られている。 これは河床 にある遺跡 の性格 と年代 を

示 す とともに、 この場所 が寛文 6年 にサ|1敷 になった と伝 えられ ることとも待合す る。

近世城下町 はその成立年代 が若干前後 しなが らも多 くは、近世初頭 に形成 された もので、

富 田の城下町 もそ うした例 の 1つ に過 ぎない。 しか し、 多 くの近世城下町 1よ 時勢 とともに

変貌 し、現在の地方都市 と化 してい る。 この点、富 田河床追跡 は洪水 とい う突発事故 によ

り中世木 ない し近世前半の城下の姿 をその まま地下 に封 じて今 日に至 ってお り、 その意味

で全国的 にもきわめて稀有 な遺跡 とい うことがで きよ う。
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(富田遺 跡 発 掘 調査 団 )


